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令和５・６年度第３回国分寺市青少年問題協議会 

 

日 時：令和５年 10月 12日（木） 午後２時～４時 

場 所：市役所 書庫棟会議室 

出席委員：成瀨大輔（会長），田中久美子（副会長），長谷川久見子，井上和憲，右髙博

之，西川葵，熊沢渉，波田桃子，瀧山美恵，柿崎洋一 

事 務 局：子ども家庭部子ども若者計画課（千葉課長・大原） 

傍 聴 者：０名 

 

会  長：では，国分寺市令和５・６年度第３回の国分寺市青少年問題協議会開催した

いと思います。開催するに当たりまして，本日の協議会の成立と資料につい

て事務局からご報告をお願いいたします。 

事 務 局：本日の協議会の成立についてご報告いたします。委員 12 名中，現在の出席委

員は９名，欠席委員が３名です。委員の過半数の出席がございますので，国分

寺市青少年問題協議会条例第５条の規定により，本日の会議は成立することを

確認いたしました。 

  また，本日お配りしている資料は，次第が１枚，次に資料１として，オンラ

イン不登校支援プログラム紹介，こちらはＮＰＯ法人カタリバさんのホーム

ページに掲載されているものになります。そのほかに前回の議事録の確定版を

お配りしております。会議の成立及び資料の確認は以上となります。 

会  長：ありがとうございました。会の成立が確認できましたので，これより令和６年

度第３回の国分寺市青少年問題協議会を開催いたします。 

  では，次第に入る前に，波田委員に自己紹介をお願いしたいと思いますが，

お名前，所属，日頃の感想など，簡単で構いませんのでお願いいたします。 

委  員：東京都小平児童相談所所長の波田でございます。今年度第１回，第２回と欠席

してしまいまして申し訳ございません。昨年度来の引継ぎになりますので，ど

うぞよろしくお願いいたします。 

会  長：よろしくお願いいたします。ありがとうございました。それでは，先ほどのお

手元の資料の件ございましたけれども，特にないものとか不足したもの大丈夫

そうでしょうか。 

  それでは次第に沿って進めさせていただきます。まず，初めに事務局から連

絡事項について説明があるということなので，よろしくお願いいたします。 

事 務 局：事務局です。連絡事項（１）の「テーマに関する講演等 勉強会について」で

す。次回の勉強会についてご報告いたします。開催日時は令和５年 11 月 10 日

金曜日，午後２時から４時まで，会場は cocobunji プラザとなります。講師は，

ＮＰＯ法人カタリバでオンライン不登校支援事業という「ｒｏｏｍ－Ｋ」のプ

ロジェクトマネジャーをされております瀬川知孝さんです。先週，カタリバさ
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んと会長，副会長と事務局で講演いただく内容について，事前打合せをさせて

いただきましたので，ご報告いたします。 

  講演の内容としましては，初めに，カタリバさんの紹介をしていただきまし

て，オンライン不登校支援プログラムの紹介，そして活動を通じて感じる子ど

も，保護者，学校などの現状やそれぞれの立場などからの声などについて伺い，

不登校支援で必要と思われること，例えば求められる施策ですとか，地域がで

きる支援など，その他，自治体での事例紹介，不登校に関する取組ですとか，

その支援情報の発信方法などをお教えいただく流れとなります。 

  カタリバさんの不登校支援事業に関しましては，資料１に詳細がありますの

で，次回の勉強会までに御覧いただければと思います。説明は以上です。 

会  長：ありがとうございました。資料，勉強会につきましてのご質問やご意見等あり

ましたら皆様からお願いできればと思いますが，いかがでしょうか。講演内容

については盛り込めるかどうか，カタリバさんとの調整が必要となりますが，

皆様から頂いたご意見を事務局からお伝えした上でお決めいただくという形に

したいと思います。 

委  員：もし可能でしたら，この地区の現状をお教えいただけますか。23 区に偏りそ

うな気がしていて，そうでなくて国分寺市と国立市とこの地区に限定して語れ

るのであれば，あまり分からないとおっしゃるかもしれないですけれども，多

分，地区ごとにちょっとカラーが違うと思うのです。もし可能でしたら。 

会  長：そうですね。恐らく傾向がある可能性は。 

委  員：そうなのです。 

会  長：あるかなと思います。 

委  員：都の教育委員会と国分寺市の教育委員会は，１つとは思いますけれども，やは

りカラーが違うので，学校ごとにもかなり違う，セキュリティな活動。支援教

室１つ取っても，やはり違うのですね，それは仕方ないのですけれども。なの

で，傾向を語っていただけるのであれば，この国分寺市のせめて国立市とか三

鷹市とか近郊のものを含めていただけると非常に参考になると思います。 

会  長：それは大きく分けると 23 区内のお子さんと多摩地域，東京でいう西のほうの

多摩地域で，さらに言えば，国分寺，国立とか，そのあたりの地域のお子さん

の何か現状でお聞きできるものがあればお話しいただけるとありがたいですと

いうことでお伝えしたいと思います。 

委  員：声だけでも大丈夫です。 

委  員：この地域からの声とか。傾向は全国かもしれないのですけれども，声だけでも

もし挙がっていれば聞きたいですね。よろしくお願いします。 

会  長：分かりました。そのほかご意見等ございますでしょうか。カタリバさんはいろ

いろな事業をされているのですけれども，今回は，会長と副会長のほうで判断

しまして，オンラインの支援プログラムを携わっている方にお話しいただくと
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いう形で決定させていただきましたので，ご了承いただければと思います。よ

ろしいですか。 

  では，協議事項（１）のほうに移りたいと思います。協議事項（１）令和

５・６年度に取り組むテーマの検討です。まずは成果物に関して事務局から説

明をお願いいたします。 

事 務 局：事務局です。来年度の予算編成を行う上で，第３回の協議会で成果物について

協議いただきたいと思っております。ここでは大きく２つ議論いただきたいと

思っております。 

  まず，１つ目が成果物をポスターなどの物にするのか，それともイベントな

どの対面形式にするか決めていただきたいと思います。ここ数年はポスターを

作成しておりましたが，令和５・６年度は対面形式がいいとご意見がありまし

たので，協議いただければと思います。ポスターの場合は大きさや枚数はどう

するか，対面形式の場合は施設や日時についてもご検討ください。 

  ２つ目は令和６年度の協議会の回数についてです。当初の予定は５回として

おりますが，勉強会の有無や協議の進み具合によって，４回の可能性もあるか

と思いますので，成果物の内容を踏まえてご検討ください。以上です。 

会  長：ありがとうございました。今，２点ですね。成果物をどのようにするか，ある

程度予算編成の関係がありまして，今日の時点でタイミングとしては決めてお

かないとちょっと予算取りが難しいということになりますので，ある程度大枠

というか，どんなことをやるのか，あと規模感とか，それに伴う予算のめどが

立つような事項を決めなければいけないということがあります。 

  あと，もう１つが来年度の開催回数です。一応例年５回ということでやって

いるのですけれども，勉強会を入れるかどうかや，協議の進み具合によって４

回になるといったこともあり得るのではないか。成果物の内容次第かなと思い

ますけれども，そういった事項があるというご説明でした。 

  では，どのような成果物にするかということなのですけれども，ポスター等

の配布物のようなものを作るというのがここ２年ぐらい続いてはいます。２期

続いてはいるのですけれどもイベント等の対面形式にするのか，どういった形

の成果物を目指すかについてご意見を頂ければと思います。皆様，いかがで

しょうか。 

委  員：私も今年度から参加させていただいておりまして，成果物のポスターの件，昨

年度，当初作っていらっしゃるということだったのですけれども，具体的に質

問なのですけれども，どのようなポスターを作成して，どのような場所に掲示

したのかというのをお聞かせいただければなと思うのですけれども。 

事 務 局：では，事務局のほうから。まず見本が，こちらのポスターを印刷製本で作って

おります。このポスターについて 100 枚を業者さんにお願いしてポスターを作

りました。内容については，皆さんのご意見を頂きながら字体とかカラーとか
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いろいろなことを検討し，内容については，皆様から提案を頂いた言葉を文言

に直して作成したような状況になっております。 

  あとは，このほかにＡ３のポスターとＡ４のポスターをそれぞれ庁内でカ

ラー印刷をして，Ａ３のポスターは 54 枚，Ａ４のポスターは 92 枚ですので，

合計で，全部で 250枚程度出しているような状況になります。 

  貼っている場所は，国分寺駅構内掲示板や地域センター，あとは庁舎内，そ

れから子どもがいるような場所，例えばプレイステーションとか，各学校，中

学校，小学校合わせて 15 校とか，子ども家庭支援センターとか，あとは青少

年の関係の委員さんにお配りをして地域で見ていただいたりとか，あと公共施

設等にお配りをして貼っていただいたような状況となってございます。 

会  長：ありがとうございます。 

委  員：それに付随して，もう１つよろしいでしょうか。 

  ちなみに子どもたちがいる場所にポスターを掲示して，ＱＲコードで恐らく

何か興味がある人とかというのが見ていただいたと思うのですけれども，成果

といいますか，どれぐらいの人が見て，どれくらいの反響があったのかという

のを聞いて，まずそこを聞ければ，ポスターで，物でいったほうがいいのか。

それとも別の対面式での何かのセミナー等を考えたほうがいいのかということ

を協議していったらいいのではないかなと思います。いかがでしょうか。 

会  長：ありがとうございます。前回のポスターに対しての反響について，事務局のほ

うで何か把握していることとかはありますか。 

事 務 局：事務局です。こちらにつきましては，ＱＲコードはいろいろなところが見られ

るので，このポスターによってのＱＲコードのアクセス数というのは数値が出

てこないような状況となっておりますし，指定をすれば，集計はしてもらえれ          

ば出てくるかなとは思うのですが，ポスターの効果を測定するような集計の仕

方は申し訳ないのですができないかなと思います。いろいろな課が出している

ＱＲコードなので，その課を紹介された方とか，その課から紹介されてＱＲ

コードを使っていらっしゃる方がいらっしゃると思うので，ポスターだけのア

クセス数は，集計はできないかなと思います。 

委  員：「ポスターができてよかったわ」という声が寄せられたとか，そういうことは

ない。 

事 務 局：直接私どもが伺ってはいないのですが，ただポスターはかなり目にしますし，

私としては，以前，この前のポスターはこの部署ではございませんでしたので，

いろいろなところに貼ってあって，「五訓」と書いてあるのですけれども，

「これは誰が作ったのだろうな」とかすごく興味がありまして，目にはするこ

とが多かったので，同様にこちらのポスターも同じような感想を持って，興味

を持って中を見ていただいている方はいらっしゃるのかなと思います。 

委  員：分かりました。そのポスターとかを作るのに予算をかけて作るのであれば，や
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はりそれに対して効果があったのだというためにすごく大事なところになって

くるとは思うので，今年もし作成するとすると，内容のほうを協議していって，

同じ内容ではないとは思うのですけれども，前回の会議から，やはり親御さん

や子どもたちの声というのを大事にされているのであれば，その声を何か聞け

るような，ＱＲコードを読み込んで書き込んでもらうとか，そういった，もし，

それであれば何人が見たのかとか，何人がコメントをくれたのかという回収も

できるのかなと，成果としても次年度以降に引き継いでいけるのかなと思いま

すので，そのあたりも一緒に協議できればなと思っています。ありがとうござ

います。 

会  長：ありがとうございます。 

委  員：質問してもいいですか。平成 27 年，平成 28 年度の提言書というのがあるので

すが，あと，もう１点，次の年度の国分寺市「青少協だより」というのがある

のですが，これはどのようなものであり，どういう形で皆さんにアピールした

かとか，そういう具体的なものをお伺いできたらと思うのですが。 

会  長：私もこの提言書とか「青少協だより」，確かに見てはいないのですけれども，

何か現物のデータが残っているとかというのは，あるいは現物が，引っ張り出

すと古いファイルに入って出てくるとかということはありますか。 

委  員：先日伺ったのは，５年間で消去していると。 

事 務 局：そうなのですよね。 

委  員：私も欲しいと申し上げたのですけれども。 

事 務 局：資料としては継続しているので残っているところに付け足しをして，報告資料

は作れるのですけれども，本来は５年で資料をちゃんと処分しなければいけな

いものなので，残っている可能性は低いかなと思います。 

委  員：承知しました。もったいないですけれどね。非常にもったいない。 

委  員：アクションのプロセスとかでもいいのですけれども。例えば提言書を作って，

それをどんな形で皆さんにというのも分からないですかね。物はなくても，そ

のプロセスみたいなものが分かれば，それは多分議事録とか見ればいいので

しょうかね。 

会  長：議事録自体も残っているか怪しいなと今思ったのですが。それこそ当時の担当

の課長さんとか覚えているかどうか分かりませんけれども，お話を聞くとかい

うレベルになってしまうかもしれませんね。でも提言書というのは，確かに，

今，お話を聞いて，何に宛てた提言書だったのですか。これは市長に宛てたの

か，市の子育て部局に宛てたのか，あるいは市民に宛てたのか，そのあたりが。 

事 務 局：市長宛てに提言書をまとめて，このような研究をされたので，こういう見解が

出ましたというような提言書になろうかなというふうには考えます。 

会  長：研究は市長宛てのものになるだろうということですね。 

事 務 局：はい。 
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会  長：過去の積み重ねが，期ごとのメンバー構成でもあるので，なかなか過去の積み

重ねというのが想定されていない会議ではある面はあって，ただもったいない

なという部分は確かにありますよね。 

委  員：何かデータだけでも残すことができれば。 

会  長：そうですね。成果物。 

委  員：紙ベースではなくても構わないので，市の方針があるのでしょうけれども。あ

りがとうございます。 

委  員：できましたら，ポスターがまだ去年度の分が残っていて，それの版権が市にあ

るのであれば継続できないかというのが１つ。それが継続できるのであれば，

このポスターで十分なので，それで発信して，それで何か起こせないかという

ことを，この会でやりたいです。今回またポスターを作って来年その集計がで

きないということであれば，ポスターの紙がもったいないと私は思います。あ

のポスターはよくできているので，あれを２年間で作り上げて結局掲示したの

が去年１年でしたか。まだ掲示されていますか。 

事 務 局：もちろんです。 

委  員：掲示板によっては，もう剥がされたところもあるという話もあったので。 

事 務 局：そうですね。 

委  員：もう１回，今回の協議会で再浮上させていただいて，ＪＲの駅とかにもう１回

貼らせてくれということができないかなと。版権があればできますが，今年度

も掲示板に貼ることができれば。 

事 務 局：はい。市が作っておりますので，版権は市にありまして，あとは掲示期間につ

いては，提示する場所によって期間が１か月だったり，何週間だったりという

のが決まっているので，頻繁でなければ。 

委  員：それをもう１回，今年度お願いするというのはできるかもしれないですね。 

事 務 局：はい。頻繁でなければ貼り替えというのは，また依頼を出せば，貼っていただ

けるかと思います。 

委  員：そうするとテーマはすごくしっかりしていて，「地域で優しく育てよう子ども

の心」というのは，まさに今回の協議に合っていると思うのですね。テーマが

ただ，不登校に触れているだけで，子どもを優しく見守るというのは変わらな

いので，ポスターはこれで十分だと私は思っています。 

  ポスターでいろいろなところに飛べるというのも重要で，それによってどう

いうアクションをするかというのを，ぜひこの場で協議したいので，私はアク

ション派なのですけれども，アクションをしたいと思っています。それによっ

て何かできることをしたい。場づくりでもいいですし，そういったアクセス先

の次のステップを作り上げるでもいいと思うのですけれども，当然，お話しし

ましたけれども，いろいろな窓口があるという話をお話しされて，「探せるの

ですよ」というお話だったけれど，「探せません」と私はお答えしたのですが，
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探しはできるのですよ。第一歩は踏み出せるのですけれども，次へつながらな

いのです。そこで話して終わりになってしまっている実態があって，それを広

げていきたい。「そこからまたここへ飛べますよ」とか，「いろいろな窓口が

あるのですよ」とかいうところにいきたい。それを実はカタリバさんに聞けた

らなと私は思っているのですね。 

  実はＰ連側でも同じような運動をしていまして，懇談会をやろうとしている

のですね，保護者で。懇談会だけでもいろいろな小学校が集まってきて，いろ

いろな情報が出てくるんですよ。そこで聞くことは全て新しいことばかりなの

で，不登校とか特別支援というテーマで今動こうとしています。なので，今回

の青少年協議会とだぶってはいるので，やることは別だと思うのですけれども，

情報共有はできると思うので，その意味でも今回この場をポスター作りにした

くないなと私は思っています。何かアクションをしたい。 

  結果的にこの間のアクションはなかなかハードルが高いという話もあったの

で，できなくても動けたというのが残れば，私はいいと思います。次期に，も

し仮に引き継ぐことができれば，「こんなことをやったのだよ」と賛同いただ

ければ，次期の協議会の委員の方にも響くのかなと思っていますし，全てが子

育てにつながることなので，テーマが何であれ全部，この間出ていたゲームも

そうですけれども，思っていますので，ポスターを掲示して終わるというふう

はしたくないですね。意義のある活動にしたいですし，聞ける場はあって，聞

けなくても聞ける場をつくっただけでもいいと思いますし，子どもが参加でき

る，その声を聞けるという場をぜひ作れればと思います。 

会  長：ありがとうございます。１つ，今，アクション，ポスター掲示は前年度やった

ものがあって，それとは違う形で次のアクションにできないかというご提案で

す。ほかの皆様いかがでしょうか。 

委  員：すごくよくできているポスターなのですよね，絵とか。 

委  員：私もそう思います。ちょっとアクセスしてみようかと思うぐらいですね。 

委  員：要は青少協の看板みたいにしてシリーズのような感じで，令和５年度はこれに

また何か足すようアレンジして，第２弾みたいなポスターにしていく。成果物

としての予算組みとしたら，改めてポスターを作るというのではなく，去年の

をベースにしながら，今年度の特徴あるポスターに少しアレンジする。どう

いったものという具体的なものは，今，まだ皆さんもあれでしょうけれども，

そのまま二番煎じではなく今年なりの特色を持った何かアクションでもいいで

すし，このままではなく令和５年度のものを，これをベースにシリーズ化して

作るというのもいいのかなとちょっと思ったのですけれども，これだけのもの

を作るのは大変ですよね，結構。 

会  長：去年もデザイン等は事務局のほうである程度素案を作っていただいて，かなり

この場でいろいろな意見を出し合いながら，それこそ言葉の一語一語を確認し
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ながら固めていったという経緯は実際あります。フォントはどちらがいいのか

とか，このタイトルの位置がいいのかというのを，フォントはどのパターンが

いいのかと検討していたものではあります。ご意見としては，これをアレンジ

したようなシリーズ物のような形でやるというのも１つ考えられるのではない

かというご意見ですね。 

  どうですか，皆さん。今のご意見につきましてでもいいですし，またちょっ

と違うご意見でも。ある程度，成果物，成果として２か年度のゴールを目指し

ていくという意味では，アクションを起こすにしても何か到達点というか，ア

クションの最後を目指して多分やらなければいけないですし，それなりの予算

取りもちょっと難しいだろうというふうにはなるかなと思っています。 

  そういう意味では，アクションを起こすとして，この会として具体的にどん

なことができるか，あるいはやろうとするかというのを，イメージをお出しい

ただけると，議論が進むかなという気はしております。 

  例えば，１つは以前パネルディスカッションをやったのは，25，26 年度で

したか。これは恐らく市民向けに何かそういうシンポジウムというか，イベン

トとしてオープンな形でされたのですかね。事務局の方，分かりますか。

ちょっと分からないですよね。 

事 務 局：この数字から見ますと，参加者が 102 名となっておりますので，一般的にこの

青少年問題協議会が主催するような形で，市民の方が参加できるような講座と

か講演会とか，そういったものが開催されたのではないかなというふうに推測

いたします。 

会  長：分かりました。ちなみに予算を，そういうイベントごとをやるとなった場合の

予算を確保がこの会としてできるのかなと。ちょっとパッとその辺の感触が分

からないのですけれども。 

事 務 局：まずは，会場は公共の施設を使えば使用料は免除になりますので借りることが

できます。それから講師については市の決まっている講師謝金の基準がござい

ますので，その範囲内であれば確保ができます。ですので，今回，カタリバさ

んは普通に一般の方とか行政ではなかった場合というところなのかなと思うの

ですが，普通に講師をお願いすると 30 万とか，かかってしまうのですね。で

すけれども，行政ということもありまして，市の謝金の範囲内で請け負ってい

ただいたというような状況になりますので，講師謝金については青天井ではご

ざいませんので，市の予算が取れる範囲内での講師をお呼びしてお願いすると

いうことは可能かと思います。それ以外は，新たなポスター等については，印

刷製本費はちょっと難しいと，そういう会を，講演会のようなものを行うので

あれば，ポスターは自前でできる範囲の，白黒になってしまうのかもしれない

のですが，できる範囲でのポスター作成は可能かなと思います。 

会  長：できる範囲というと，白黒。 
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事 務 局：白黒が基本になってしまいます。去年はカラーでないと目につかないので，

色々な調整をして何とか準備できた状況でした。講座をするような場合は，そ

こに対する予算というのは例年では最初から行う前提で想定していないので，

新たに予算を組むとなると，大変申し訳ないのですが難しい財政状況なので，

カラー印刷やイベントとポスター作成も一緒に行うというのは難しいです。 

会  長：逆にポスターに絞れば，去年みたいな形で印刷をかけて，きれいなもの，しっ

かりしたものができると。 

事 務 局：はい。昨年度のポスターなのですが 100 枚お願いいたしまして，Ａ２の大きな

ものなのですけれども，こちらは約７万円弱の予算を，当初はなかったので，

まずはこの青少協の事業の範囲内の予算を調整して，予算をかき集めて，委員

の方々のご要望だったので，そういった形で予算を後から集めて印刷をしたよ

うな状況です。本来はそういう予算の使い方というのはあまりよろしくないの

で，当初予算で来年はポスターをということであれば，当初から予算を計上さ

せていただきたいというふうに考えております。 

会  長：分かりました。ありがとうございます。いかがですか，相変わらずなかなか，

現時点で来年の活動をもう決めなければいけないというつらさはとてもあるな

と。ゆっくりやはり両方をにらみながら，どんなことができるかという議論を

して，積み上げていくというのが一番本来理想的だと思うのですけれども，予

算上の制約がありまして，今，ある程度，概要を決めなければいけない。 

委  員：もしポスターの予算が必要なのであれば，小学校，中学校世帯には，我々のＰ

連のほうで配ることができます。もうデータ化しているのでポスターは要らな

いですね。画像の許可を頂ければ配信ができるので，ＳＮＳとか，Ｐ連はＰ連

で今，ＬＩＮＥＷＯＲＫＳという，そこに掲示。そこから拡散できると思うの

ですね。 

  なので，小学校，中学校の子育て世代であれば，そこで許可いただければ拡

散できます。２万人とか，世帯数によって変わると思うのですけれども，今，

国分寺市は 11 万人とか 12 万人くらいですけれども，そのうちの２割，３割は，

もう配信できてしまう。それが一番ビジュアルとして目に入ってくるので，そ

こでＱＲの許可を頂ければ，そこで拡散していきます。それはすごくいいサー

ビスというか，子育て世代にとってみれば，そういう情報になるので，そこは

やりたいですね。そこで絞れれば，あとは一般の方々が目につくところに数部

貼っていただく。それは印刷ではなくてカラーコピーでもいいと思いますね。 

  あと，私，北町町会に入っているので，町会とかそういう方にも配信ができ

ます。そこも配信できるだろうと思うので，目にとめるようなことはできます

ので，そういった草の根的にやることもできるので，できれば枚数を絞って，

せめて講師を呼ぶか，何かパネルディスカッションなのですけれども，そうい

うのに使ってほしいなと思うのですよね。そのぐらいこのポスターがいいと思
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うので，ちょっと去年私は目にできなかったので，残念なのですけれども，す

ぐ市のホームページに飛ぶようになっていますし。 

会  長：データのアップであれば，今言った形でお金はほとんどかけずに。 

委  員：そうですね。あとは版権頂いて，ちょっとこれを工夫するという手間はかかり

ますけれども，でも印刷代はそこで節約できますし，ほぼ皆さんスマホを持っ

ていますし，タブレットを配布されているので，そこでもネットにアクセスで

きます。 

会  長：ありがとうございます。今，学校からの連絡なんかもメールとかで回していま

すよね。 

委  員：そうですね。メールで来ていますね。なので，市内はほとんどそうなってし

たったのですよ。紙は配られなくなりました，10月から。 

会  長：メールチェックしなければいけない。逆に言うと大変ですよね。 

委  員：結構大変になってきましたね。毎日に 20，30 枚は来ることになってしまって。 

会  長：そうですね。そんな状況です。 

委  員：講演みたいなので仮に置いて，講師とシンポジウムやるということで仮置きさ

せてもらって，その場をもう少し検討していくというのでもいいのかなと思い

ます。 

会  長：事務局に確認したかったのは，事前の打ち合わせでちらっとお聞きしたのが，

単に講師を，この青少協として講師を呼んで啓発する。イベントをやって啓発

しましょうというだけだと，ちょっと青少協としての特色が出しにくくて，予

算取りも少しハードルが上がるのではないかというご意見をお聞きしたのです

けれども，それは，やはりそういうことはありますか。 

事 務 局：仕掛けの仕方次第かなと思います。例えば，不登校のこういう研究をして，そ

れを講師の方に伝えて，それに対して，例えば何かを広く講演会をしてもらっ

て，そこは自由参加にするというような，ただただ「講演会をやります」とい

うのではなくて，流れが，ステップがあって出すということであれば，ちょっ

と検討はもう一度してみたいなと思いますし，いろいろな課でやはり啓発的な

講座というのは実施がされていることがございますので，頂いたご意見で，内

部で状況確認しながら検討はできるかなとは思います。全く最初から駄目とい

う話ではないかなとは思います。 

会  長：逆に言うと，例えば，私も弁護士資格がありますけれども，私とか，その他皆

さん，どなたか委員が登壇をして，講師の方とディスカッションするのを見て

もらうとかというような設定のほうが予算取りやすかったりとかというのはあ

りますか。やるというわけではないですけれども。 

事 務 局：講師謝金は先ほどお話ししたように，大きなお金は，別途，例えば規定以上の

ものはなかなか難しいと思うのですが，例えば，ファシリテーターみたいな形

で委員の方に入っていただきながら，テーマに対して話を頂いて，いろいろ質
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問しながらディスカッションして，この会議で話されているようなことを引き

出してもらうとか，仕掛けの仕方によってはいけるのかなというふうには思う

のですが，最近の傾向があるので，ちょっと内部確認は必要かなと思います。 

会  長：ある意味，単発でポンと呼んで，それで。 

事 務 局：ただただ話を聞いてもらってというわけではなければ，いろいろな考え，ここ

でいろいろ検討していただいたり，ご意見を頂いて，こういう方向が市の青少

年にとって何か生かせるのではないか，もしくは関係する方々に心に留めてい

ただいて何かアクションを起こしてもらえるのではないかというような目的が

あって，それを実施するということであれば，全く最初から駄目という話では

ないかなと思っています。 

会  長：ありがとうございます。以上を踏まえつつ，多少のイベントをやるとしても，

持っていき方の工夫が必要だろうということですね。 

  皆様，ご意見いかがでしょうか。先ほどおっしゃっていた，一歩は踏み出せ

るのだけれども，その次でぶつかってしまうというか，その次で困難な部分が

あるということに関してのアクション，今回の成果と少しそれるかもしれませ

んけれども，具体的にどんなイメージ，どんなものがあると助かるとか，ぶつ

からないために少し前に２歩目，３歩目も前に進んでいけるような制度とか仕

組みとかサービスとか，どんなものがあればというふうな印象を持っています

か。 

委  員：１例ですけれども，具体的な話をすると，小学生で不登校になりました。支援

教室は分かりますかね。サポートしてくれる教室に入りました。でもなかなか

行けない。最終的に支援学級に移りました。支援学級でやったのですけれども，

そこで不登校になってしまって学校に行けなくなると，次の手が学校にありま

せんというのも問題。そして，ずっと不登校の状態。あるとき，すっと，例え

ば，小学生が中学校になったときに，中学校に行けたかもしれないですよね。

そういう例もたくさんあります。それも，その次というと，今，民間しかない

のですよね，受入れ先が。民間も毎日行くのではなくて，週に１回とか，毎日

行ってしまうと本当に大学の学費みたいになってしまうので，とてもとても続

かないです。 

  そこの受皿をもう一歩進んで，学校なのか，今，学校的な施設，トライルー

ムというのを作っていただいていて，そこに行けるようになっているのです。

トライルームにしてみても中学生がほとんど，高学年の５，６年ぐらいしかい

ない，４年生はなかなかいないという状況なのですよね。なので，そこの低学

年まで幅広くできるような場づくりを，もう少し計画したいところです。 

  なので，そこで行き当たると，親としては行き場がないので，結局民間に流

れていく。それで済めばいいのですけれども，なかなかそこも経済的ではない

面もあったり，そういう民間の場に連れていって迎えにいってということが必
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要になってくるのです。そういう課題もあってなかなか奥が深くて，１例なの

ですけれども，もっと根深いものもあるかもしれないですよね。 

  市のホームページに飛びました，問合せしました，行ってみました，その先

がありませんでした。どんどんまだ広がっていきますよ。例えば，地域が子育

て，まさにそこにいけるといいのですけれども，手がどんどんどんどんどんど

んアメーバ的に広がっていけるような啓蒙活動ができたらいいなと思っていま

す。よく神社とかお寺がやっている活動がそれに近いと思うのです。 

  学芸大で，ちょっとまだ行っていませんけれども，フリー何とかというのを

やっています。そこも，その活動は最後のアンカー的な立場でやってくれてい

て，勉強するというよりも遊ぶという感じがしますね。それこそ料理やったり，

たき火したりといろいろやっている。親の代わりに，親がやるべきことをやっ

てくれているというのもあるのですけれども，時間がない中で，平日はそうい

うことをしていただいて，休日は親と一緒に，そういうのもあります。そうい

う場を，それもつい最近知ったので，なかなかそこを知れない。市のホーム

ページも，民間のことだったりするので載せられないのかもしれませんけれど

も，そういうのを，こういうポスターが次の，その先にもいけるということが

できるといいなと。その場に，この協議会とか，あとＰ連とかがなればいいな

と思います。 

委  員：前回，前々回出ていないので大変申し訳ないのですが，そもそものところ確認

させていただきたいのですけれども，今年度のテーマは不登校というところで

ざっくりとなっているのですけれども，不登校に陥ってしまったお子さんに対

する支援ということなのですか。それとも，例えば，不登校のお子さん全体，

不登校のお子さんもいるけれども，それ以外のお子さんたちも，もちろん大勢

いる。社会への不登校のお子さんたちへの理解を深める，そういったような方

向なのですか。不登校と一言でくくるのではなく，どういった方向で話を進め

ていこうとしているのか。ちょっと確認させていただきたいのですけれども。 

会  長：ありがとうございます。まずテーマを，毎期，多分，一番初年度の冒頭で決め

るのですけれども，これは皆様からいろいろご意見を頂いた中で，やはり引き

こもりの問題であったりとか，学校問題，不登校の問題なのか，いろいろなご

意見があって，ある意味，最大公約数的なテーマということで不登校というふ

うな形を掲げてはおりますが，必ずしもこのテーマということで方向性を絞っ

ていっているわけでも実はなくて，いろいろな，居場所の問題ですとか，居場

所があっても，そこにつながれない場合どうするのかとか，いろいろな課題が

あると。不登校についてもいろいろな原因もあるし，課題もあるという中で，

大きな枠組みとしての不登校問題について取り組んで，２年間，研究，勉強し

ながら成果物を作ろうということまでは決まっています。おっしゃるとおりで，

その中で，こういう方向で絞って議論していこうというところまでは。 
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委  員：まだ至っていない，議論がそこまで進んでいないということでよろしいですか。 

会  長：そういう現状です。逆に言うと，２年間で，ある程度国分寺市のこの会が成果

物を作るというのは，１つ各期ごとに取り組んでいる。今期もそれをやりま

しょうということなのですけれども，そこから，ある意味，逆算ということに

もなる部分もあるのかなとも思っておりますし，ある種，皆さんもやはり興味

関心がある部分のほうがむしろ取り組みやすいかなとも思います。ですので成

果物の議論の中で，今おっしゃっていただいたような部分も少し，絞り込んで

もいいのかもしれませんし，ある視点を持ってやるのも１つでしょうし。 

委  員：幅広くかもしれないし，もう少し絞っていくかもしれないしと，まだこれから

というところですね。 

会  長：そうですね。ある程度絞らないと，本当はいけないのかもしれませんけれども。 

委  員：ありがとうございます。 

会  長：今，いらっしゃった委員がいますので，議論の状況をお伝えします。今期，来

年度，２年間かけて成果物を作るということで，テーマは不登校問題について

ということで決まったのですけれども，成果物を，予算取りの関係で，ある程

度，今回の段階で，啓発のためのポスター等掲示物を作るということの場合の

予算取りにするのか，あるいはまた別な，これまでの議論の中であったイベン

トとか，何かアクションをする形で目指して発表，そういうふうな議論をして

いるところでございます。なかなか難しい問題で，今決めようと言われても難

しいのかなと思います。 

委  員：Ｐ連でされる懇談会というのは，学校ごとの。 

委  員：関係ないですね。Ｐ連に入っているＰ連参加校の保護者に広く声をかけて，自

由参加で，そこで話をしたいという親が集まって，座談会みたいにするような

感じで，どうしてもその方たちだけだときっかけがないので，そこにやはり講

師の先生を呼ぶみたいです。その講師の人が，カタリバの先生みたいに民間事

業者の方に声をかけて，そんなに費用もないですから，やっていただける方に

声をかけて，そこで講演をするというよりは，きっかけづくりだけしていただ

いて，あとは今お困りのことを皆さんで分かち合って，「そんなことがあった

のだ」という情報交換の場というのを，Ｐ連主導で２年前か３年前ですかね，

私も今年Ｐ連に入ったばかりなのですけれども，やっているところですね。 

  そのきっかけは，Ｐ連に入っている役員の方がやはりお子さんが不登校で，

それを起こそうということで，もう３年ぐらいやっていると聞きました。今年

もやろうということになっているのですけれども，今年は初動が遅れているの

で，もしかすると年度内には難しいかもしれないですね。ただ，ミニ，プチと

いいますか，小さい懇談会はやろうということで今動いています。 

  そういう動きがあるよということも啓発，Ｐ連側からいけるので，学校に所

属している方は多分十分そこにもあると思うのですけれども，一般の方にも
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知っていただいて，一般の方，子育てが終わった方とかもぜひ入っていただい

て，子育てを経験した方，すごい宝なんですよね。よくご存じ，おじいちゃん，

おばあちゃんも含めてそういう方に，そういうところに参加していただいて，

意見を述べていたただくのはすごく参考になると思うので，そういう活動が広

がっていくのがいいなと思っております。 

  ただ，その情報発信は，残念ながらＰ連だけではできないですね。一般の方

にはなかなか。Ｐ連から，口コミで広げるしかないような状況です。 

委  員：情報発信について，今，おっしゃっていたことなのですけれども，Ｐ連でデー

タを，ＳＮＳでいろいろなことを発信できるということをおっしゃっていたの

ですけれども，国分寺市内にはＰ連に加入していない学校もあるのですか。 

委  員：そうなのです。そこも問題になっています。 

委  員：もう外れてしまった，Ｐ連から抜けた学校もありますし，もともと入っていな

い，ＰＴＡがない学校もあります。 

  私の子どもが通っていた学校はＰＴＡがありません，第五中学校は。どこの

小学校か忘れましたけれども，小学校でもＰ連から抜けた小学校もあるという

話も伺っているので，全部の学校の保護者が共有をするというのは実際難しい

状態ではあるのかなと。 

委  員：ですけれども，実は副校長さんとかそれぞれのＰＴＡっぽい団体はあるらしい

のですね。そこは，つながっているみたいです。国分寺市内で。 

委  員：私，やったことありません。 

委  員：そうなのですか。 

委  員：五中の学年委員長を２回ほどやらせていただきましたけれども，でも，こう

いったことの情報については，「出られるなら参加してください」というスタ

ンスなので，基本的には。必ず出なければいけないというのではないので，あ

くまで有志，ボランティアという形なので，ＰＴＡという形ではないので，も

ちろん会費も取りません。なので，完全にできる，学校内でのイベントのお手

伝いをするとかなので，あまり外部のこととかは実際。校長先生も遠慮なさっ

て，あまりそういったお声がけはないかなと。教科書の配布とかは行ったりと

かはしたことがありますけれども，お声がけがあって。実際，Ｐ連がどうやっ

て活動しているかというのは，一切分かりませんでした。 

委  員：そうですか。それが今，課題になっていて，なので，もっとつながっていこう

としています。 

委  員：なので，もしも学校から発信されるという形だと，全保護者にはいくと思うの

ですけれども，Ｐ連が主体だと，やはりないところが，情報の共有が難しいな

というのがあるので，その情報をいかにしてうまく保護者の人に回せるかとい

うことをちょっと考えたほうが。 

委  員：そうですね。承知しました。 
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委  員：必ずしも，今お話を頂いて，そういえばＰ連に入っていなかったなと，ふと思

い出しまして。 

委  員：もう１つのＰ連の課題ですね。まさにそういったところを変えようとしていま

して。 

委  員：もともと第五中学校は，できた当初からＰＴＡというものはなかったというこ

とを聞いております。なので，最初からＰＴＡというものがなかったというの

は，諸先輩方から聞いているので，そうなると，そういった学校はやはり情報

が入りにくいかなというのは。 

委  員：承知しました。 

委  員：それは，ちょっと経験則というか。なので，そういったものも踏まえて，情報

の発信の仕方を精査したほうがよろしいのではないかなというか，いろいろな

ことでどういう形でやっていくかというのは，多方面，多岐にわたってやった

ほうがよいのではないかなと思いました。１つの提案です。 

会  長：ありがとうございます。今，声出して，次に，成果物については，やはりポス

ターとかの掲示物を作っていくという形，１つ啓発も大事なので，そういった

物を使っていくのか，啓発の仕方として何かイベントなり，声かけを具体的に

やっていくのか。今，どちらかというような方法ではあるのですけれども，ご

意見ありますか。 

委  員：できることなら両方できたら一番いいと思うのです。知らせること，あと実際

に体験してもらうことの両方ができるほうがいいのではないかなと。ただ，そ

の知らせ方というのは，やはりＳＮＳでの拡散のように，なるべく予算を抑え

ることで人を集めて，実際に体験してもらうということのほうに予算を割くこ

とはできるのかなと。できれば，どちらかではなく，入り口のところと，もう

一歩進んだところと両方ができるのかなとは。入り口のところで，ポスターと

かで入り口は作りつつも，もう一歩進んで，実際にアクションを，情報をさら

に，もっと細かい情報をより伝えやすいのかなとは思います。講演会とか，そ

ういった実際に皆さんと話し合う場みたいなのができたりしたら，一歩踏み込

めるのかなと思うのですけれども，予算面がどうなのだろうというのがあるの

で，すごく難しいのかなと思っております。 

会  長：会場の費用ですとか，どなたを呼ぶのか，公的な立場のある方に近い方などで，

やはり市の基準で来てくれる先生であれば，講師の方をお呼びしやすいという

のと，あと，この協議会の研究の成果として，そういうイベントを最後やるの

だよということで方向づけをきちんとすることによって，イベント自体をでき

る余地はあるのではないかというのは先ほどの説明でもありましたし，それが

１つのやり方なのかなという気はします。 

  先ほどおっしゃっていた，まずポスターを作って，その次にイベントをやっ

てというふうに段階的にというのは，この年度の動き方からするとちょっと厳
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しいかなという，ハードルが高いかなという印象があるので，１回ボンとやっ

て，それとは別にポスターを配る。できる範囲で印刷したものをお配りすると

いうような形になるのではないかなとは思いますけれども。いかがですか。 

委  員：今，お聞きしていて，このポスターがいいというのは私もちょっと深く読み込

んでいないので分からないのですけれども，皆さんそうおっしゃるので，これ

をどう，さらに発展的に伝えようかと。何となく今の意見としては，大体学校

ですとか，子どもさん，保護者の方というのはすぐ連想しやすいし，そういう

場所は去年かなりカバーできているだろうなと。 

  そうすると，あと，非常に捉えづらいのが地域の皆さん。そこに何かうまく

スポットを当てて，子育て中の皆様へというのは多分親御さんを指すのであれ

ば，本当にちょっとつかみづらいのですけれども，ぜひ訴えたいとなれば，地

域の皆様なので，これをベースにさっき言ったＳＮＳがあったと思うのですけ

れども，国分寺市内でやっている定期的なイベントですとか，お祭りですとか，

会合に何かちょっとそこで少し取り上げていただいて，こういうのが拡散でき

るといいのかなと思って，地域の方に訴えられるような仕掛けができればいい

なと思います。 

会  長：ありがとうございます。物を作るというかよりはアクションのほうをいろいろ

広げていくというような，アクションができればということなのですかね。何

かございますか。 

委  員：なかなか難しいかなと思うのですけれども，去年のポスターは自分で作ってい

る，その場に参加させていただいて，本当によくできたなというのは，とても

よくできたなと思うのですけれども，イベントもやはり必要かなと思うのです

が，不登校というテーマだと，やはり小中学校の児童・生徒さんがどうしても

ターゲットになってしまいますかね。高校生は。 

委  員：幼稚園から予備軍状態だったのは分かっていたので，もうちょっと広い目で皆

さん知っててもらうと，ちょっとそれなりの適切な対策を打てたというか対応

ができたのかなと親としては反省していまして，もっと広い目で見ていたら，

もうちょっと何ていうのでしょうね。 

委  員：そうですね。だから，例えばＰ連とかで言うと，そういった学校の中で見てし

まうと，ちょっと対象が絞られてしまうので，もう少し本当に，先ほどおっ

しゃったように，もうちょっと広く地域の皆さんに理解を深めるような方法が。

それがポスターみたいな成果物のほうがいいのか，イベントをして，ただイベ

ントをして自由参加ということになるとなかなか集客も難しいかな。結局，何

か動員をかけるみたいな，ちょっとあまり言葉としては適切ではないですけれ

ども，そういうような形になってしまうと，やはり集まる方も偏ってしまうの

かなという，なかなか難しいので，それだったらポスターのほうがをいろいろ

なところに貼ってあるという部分で皆さんの目につくかなと。決め切れないで
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いるところです。 

会  長：ありがとうございます。今，おっしゃっていただいた，確かに私もちょっと悩

んでいるところがありまして。ターゲットを，まさにコアな問題に直面される

コアな方をターゲットにしたイベントとなると，それなりのやはり専門性とか，

あと会を練らないといけなかったり，あと何をこちらが提供できるのか，ある

いは一緒に考えられるのかという設定もしっかりやらなければいけないという

意味では，すごくハードルが上がってしまう，グンと上がる部分があるなと。 

  逆に，広く地域の方にこういった，実は地域に学校に行けていない子がいて，

それにもいろいろな背景があって，地域として，その子たちもきちんと見守っ

ていく。地域のイベントがあれば，そういったことにも積極的に参加してもら

うとか，何かできることを一緒に考えていきましょうみたいな，広く浅くのほ

うが，むしろ，この会議の持ち方としては，イベントにしてもやりやすいのだ

ろうなと思っては，実はいるのですね。 

  逆に言うと，ターゲットをコアに絞っていくとすると，啓発とかそういった

情報提供とか研究した結果をお届けするような，そういったアプローチのほう

がむしろ届きやすいのかなと思ったり，例えば，アクションというのは，恐ら

くこの会としてできるのが，オプションもそんなにないので，あまりイメージ

しにくくて大変申し訳ないのですけれども，そういった部分での今，悩みが，

どこを狙って何をするのかによって何ができるかというのも変わってくるなと

いうようなのは，正直感じているところではあります。 

  いろいろお持ちのご経験も踏まえて，いろいろご意見を頂いて，それをぜひ

この会としても生かしたいというか，持っていきたいなと正直思う部分もあり

ますので，いかがですか。分からないですよね。なかなか決め切れないなとい

うか。 

委  員：難しい。 

会  長：難しいですよね。いろいろもうちょっと練りたいなと正直なところではありま

す。もうちょっと回重ねて，皆さんと議論しながら練りたいなと，一旦持ち

帰って，家でゆっくりもう１回考えたいなと思ったりもしますが。 

委  員：ポスターのことなのですけれども，これ自体もそのものですばらしい出来だと

思うのですけれども，結局，市の相談窓口だったり，公共のものが多かったり

するかなと，先ほどＱＲコード読んで，ちょっと飛んでみて思ったのですけれ

ども，それ以外にやはり民間でやっているところとかの情報もプラスで載せら

れると，よりいいのかなと思いました。実際，不登校のお子さんとかを拾い上

げられる場所というのは，中学校以降，実はあるのですね。 

  うちの息子はネットの高校に通っています。Ｎ高というＣＭとかで皆さん御

覧になったことがあるかと思うのですけれどもネットの学校です。いろいろな

コースがあって，ものすごくしっかりお勉強するコースもありますし，本当に
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ネット上でお勉強というか，出された課題だけを提出するコースもあります。

通学を選ぶこともできますし，様々なコースがあります。今，Ｎ高は，さらに

2018 年，19 年あたりから中学校も，オンラインの中学校ももちろん通学する

こともできるのもあるので，中学校以上であるならば，Ｎ高のようなところ，

子どもが家にいてもオンラインで勉強したり，人とコミュニケーションを全国

の自分と同じ環境の子とコミュニケーションを取るということができる状態に

はなってはいると思うのですけれども，やはり小学生までのお子さんたち，幼

稚園とか小学生，小学校高学年のお子さんたちまでが実際に家にいながらも外

とコミュニケーションを取ったりとか，友達とコミュニケーションを取ったり

とかというのは難しい状況なのかなと。 

  実際，私の息子は特に，本人が外に行けないから困ったという様子は見たこ

とはないのですけれども，いろいろな子どもがいるというのは，私もやはり

ちょっと息子の発達にちょっと凸凹がある子なので，やはり普通の学校に通っ

て，高校に通っていたならば，不登校に，このコロナ禍で不登校になっていた

可能性が極めて高い子だったので，あえてのネットの高校を選んでよかったと。

来年からはネットではなくて，実際に進学して，ＩＴのほうの専門学校のほう

に通う予定にはなっているので，ネットの高校に通っていたからといって，外

とのコミュニケーションが完全に絶たれるわけではないということも保護者と

しては経験をしているので，中学生以上ならばあるけれども，受皿のない小学

生までの子どもたちや，その保護者の人たちに何か発信できるものはないか，

小学生のうちは苦しいけれども中学校以降はいろいろな選択肢が広がるのです

けれども，教えてあげることも，また１つかなというのは，ふと思いました。

すみません，漠然としていて。 

会  長：ありがとうございます。 

委  員：私は一般市民として，そのポスターを見て，何でこの民間のをチョイスしたの

だろうとまず思います。Ｎ高だの何だのといろいろあると思うのですけれども，

この会はなぜこれをチョイスしたのだろうと。この間の話の中にもありました

よね。たくさんの考え方があって，たくさんの高校生で居場所が今提供されて

いるという中で，なぜそれをこの会は選んで，このＱＲコードの中で紹介して

あるのかという疑問がまず私は，一般市民として思います。ならば，民間を紹

介するというのならば，どういう方法があるのだろうか。たくさんの場所を紹

介するのには，どんな方法があるのか。 

委  員：それはいろいろなところを情報として，そこから実際に見ていただくというの

が。１つに絞るということを言っているのではなく，あくまで私が知っている

のは子どもが実際に籍を置いている学校のことは分かりますけれども，ほかに

も通信制の高校とかたくさんあるというのを知っているので，その中で選んだ

のが，そこというだけで。いくらでもあります，ネットの学校は，今。 
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委  員：例えば，くくりとしたら通信制の学校がありますよとか。 

委  員：そうですね。 

委  員：そういうことですね。 

委  員：今までは通信制の高校しかなかったものが，ネットの高校というものがそこに

プラスされたとイメージしていただけると。通信制の高校だと，やはり通信で

やりつつもスクーリング，月に何回も通うとかというのがあるので，普通の通

学ができる学校もあるけれども，ほかにもこういう選択肢もあるのだよという。 

委  員：いわゆる選択肢の紹介ということでしょうか。 

委  員：そうですね。選択肢を増やしてあげたいというのはあります。やはり１人だと

探し切れない部分とかというのはたくさんあるので，相談窓口も含めて，市の

相談窓口に行きました。けれども，そこでそれ以上ストップしてしまいました

ということは経験しています。息子の発達の相談に，市でやっているつくしん

ぼさんに行ったことがあります。いずれ大きくなったら問題が解決します。そ

のままでいいです。本人が大変でなければいいんです，で終了されました。 

委  員：それだと，ちょっと。 

委  員：そういった経験があるので，やはりたくさんの情報があって，その中から，親

に合ったもの，子どもに合ったものとか様々な，やはり子どもによっても違っ

てきますので，情報がたくさんあるというのはありがたいよなというのは，本

当に必死で情報を親側は探すので，その中で知らない情報があるとありがたい

なというのは切実に思ったことだったので。 

  普通に学校に通えるお子さんを持っていたりとか，特に問題のない，私の息

子は場面緘黙もあるので，お話をするのがとても苦手です。仲のいいお友達は

許してくれますが，以前通っていたさいたま市の小学校ではいじめのターゲッ

トになりました。学校に通うことができなくなることもあります，体調を崩し

て。それをどうにかしてきました。みんなが当たり前に，普通にできることが

できない，人とちょっと違う，それだけでターゲットになる子どももいるんで

す。 

  国分寺市は穏やかな地域なので，そういった子どもも受け入れてくれます。

でも，受け入れてくれない人もいます。それをやはり経験をしてきているので，

たくさんの情報があってほしいと本当に切に願っていましたし，その環境があ

ればいいのになと思ってずっと子育てをしてきたので，ちなみに上の子どもた

ちは，そういうのは一切なく来たので困ったことはありませんが，一番下の子

どもがやはりそこで，子どももとても苦しみます。私も苦しみました。 

  親子で苦しんだからこそ思うのは，情報がないことはすごくつらい。情報を

必死で探さなければ，自分からアクションを起こさなければ情報は入ってこな

い。ずっと自分も悩んで，子どもが苦しまなくするためには，将来社会と関

わって生きなければいけない。では，親としてできることは何だろう。そこに
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行くまでの道筋を立てるためには何をしてあげたらいいのだろう。でも情報が

ない。 

  その苦しみをやはり経験してきたので，たくさんの情報は公共のもので駄目

だったら民間のものという情報が欲しいと切に思ったので，そういったものも

載せられたらいいなというのが，先ほど発言させていただいたことであって，

あくまで息子が在籍しているＮ高はその中の１つの選択肢というだけのことで

お話をしたつもりだったのですけれども，誤解を招いてしまって申し訳ござい

ません。 

会  長：趣旨は，それぞれおっしゃっていることはよく分かりまして，恐らく青少協は

法律と条例に基づいて設置されている公的な会議なので，特定の民間，それが

１つなのか複数なのかに関わらず，特定の民間事業者を掲げること自体が，恐

らく公平性という観点からはちょっと難しいですし，今，おっしゃったように，

市民の方が見たときに，それが複数あったとしても，何でここなのだろうとい

うふうに疑問を持たれてしまうと，あまりよろしくはないということのご指摘

なのだろうなと思っています。 

  その一方，本当にいろいろなお子さんの親の立場として，一歩後退してしま

う部分なのかもしれませんけれども，できるとしたら，今言っていただいた選

択肢があるのだという，その選択肢，こういう選択肢もありますよというのを

伝えていくというのが多分できることのラインなのかなと，ボーダーなのかな

という，お話を聞いていて整理，そういうふうに感じました。 

委  員：でも１個，後退したとは思っていなくて，選択肢が非常にあると伝えるところ

まではできるかと思うのです。それを，その選択肢から選ぶ，選ばないは，

個々の選ぶことなので，情報を与えるまででストップで私はいいとは思っては

います。 

会  長：本当は例えば，大きなところですと，こういう生徒を大きく受け入れている事

業所としてはこういうところが，Ｎ高がありますとか，どこどこがありますよ

とか，いろいろな学校がありますよね，有名なところも。そういったことは，

具体的に提示ができれば一番助かる。それをヒントにまた違うところを探して

いくということもできますので，本当はそこまでできればいいのでしょうけれ

ども，そこまではちょっとできなくて，一歩引いたところまで。 

  テーマの学習支援という観点で言えば，学校のほうでできるサポートも，今

それが載らないケースも多いとは思うのですけれども，ウェブで先生が授業を

やってもらうということも少しずつ今入ってきていますし，学校でできる支援，

それから公的な教育委員会とか，昔のいわゆる適応指導教室のところもメ

ニューとしてはあるけれども，ただ，それに合わなかったときに，では，次ど

うするかとなった場合には，もう民間しかなくて，民間を頼ろうとするといろ

いろなハードルが出てくるという，そういう一連の課題という，そういうのが
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あるとなったときに，教育支援，教育面でのサポートとしてはこういうものが

あって，民間のそういう通信，ネットの高校というのも今，出てきていますよ

という，考え方とか手がかりをお伝えするという方法はあるでしょうし，居場

所が，いろいろな課題について，それぞれこういうふうな選択肢がありますよ

というのを発信する。 

  先ほどおっしゃったように，不登校問題もいろいろな切り取り方というか，

いろいろな側面があって，どこを知ってもらいたいのかというのを，整理をし

ながら，啓発のＰＲを改めて作るというのは１つの選択肢として考えられるか

なと思います。 

  私が言っていること伝わっていますか。自分で言いながら，考えながら話し

ていますけど，あまり整理できなくて申し訳ないのですけれども。 

委  員：質問してもいいですか。私は高齢者福祉にも関わっているものですから，市で

おれんじＣａｆｅとかやっていますよね。そこで認知症を抱えたご家族様が相

談に来るんですね。専門の相談支援員とか医師が，それに対してケース・バ

イ・ケースでいろいろな情報を発信したり，アドバイスしたりする場面が定期

的に国分寺市主導で開催されているわけなのですが，子どもに対して，不登校

なり相談に対して，そういうような場の機会というのは，こういう突発的なも

のではなく，定期的にそういうものというのはないのですか。市報であるでは

ないですか，相談会みたいな。ここに行けばそういう専門の方がいて，単一的

な話ではなく個別的にいろいろなアドバイスをもらったり，おっしゃるような

情報を，提供をしてくださったりするような場面があればいいなとちょっと

思ったのですけれども。 

委  員：割と国分寺市の市報とかを見ていて思うのは，小学校に上がる前までのお子さ

んとその保護者向けの勉強会みたいな，学習会みたいなのは定期的に開かれて

いるなとは思うのですけれども，いざ小学校以降のお子さんを持つ保護者向け

のそういったものはあまり見かけていないように感じます。私が見落としてい

るだけなのかもしれないのですけれども。 

委  員：話の方向性がちょっとずれて申し訳ありません。 

委  員：あまり見たことがないような気がしています。 

委  員：各学校単位でやられているということですか。学校でそういう啓蒙活動もやら

れているし，実際の運動もされているけれども，それが，では，市として全体

で統一されているかというと，なかなかそういったことが難しいというのは，

学校単位でやられているのじゃないでしょうか。校長先生にお伺いしたいと思

いますけれども，それが実態だと思いますし，先ほどの中学校と小学校と違う

と思うので，それぞれが学校単位でないと難しい。 

  それをＰＴＡがあるところはＰＴＡ同士で話し合ったりもされているみたい

なんですね。七小はたまたまないのですけれども，六小と二小とかはそういう
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交流がされている。不登校に限らず，いろいろな課題を含めたことを親同士で

話し合って，それを副校長に連携を取って，ＰＴＡという組織というよりも自

発的にやられている，たまたまＰＴＡを使っているというだけなので。 

  なので，ちょっと余談ですけれども，Ｐ連もそういう活動になっていかない

と駄目だなという話もしていて。先ほどＰ連が発信するというのはそうではな

くて，親の集まりがたまたまＰ連だったというふうにならないと，Ｐ連の実態

がおかしいということにもなると思うのですね。 

  そういう意味でも広げていかなければいけないということなのですが，そう

いう小さい単位ではやられていると思いますが，国分寺全体でやれるかと言う

と，横に長い市なので，なかなかそれは実態としては難しいかなと思っていま

す。 

  あと窓口という意味では，そこのお知らせの中に，不登校に限って言えば，

不登校を考える会というのと，不登校を考える親の会というのが，実際，公的

なところの，認可をもらっているかどうかは分かりませんけれども，情報で

載っています。なので，ひかりプラザに行くと，そこでちょうど活動されてい

て，そこに私の妻も行ったのですが，そこでいろいろな話を聞かせていただい

て，そこから民間を紹介していただいたということは実際にできています。 

委  員：あるのですね。 

委  員：そこまでは行けます。ただ，それも口コミではないと分からない状況です。た

またまそれを見て聞けば，親の会ってあるんだ。ただ知っている人と知らない

人がいると思うのですね。 

委  員：知りませんでした。 

委  員：ですよね。私も知らなかった。最近知ったんです。ですから，本当はこの場で

そういう名前が出ていて，非営利団体として登録されているのですよね。もと

もと不登校の会は，親の方たちが集まって，そういう懇談会を自発的にやると。

お寺の境内とか神社を借りて集まっていらっしゃいます，公民館とか。 

委  員：市報とかに載ったことは。 

委  員：市報ではないですけれども，何に載っていましたかね。ひかりプラザの広報

だったかもしれませんけれども，それに載っています。ホームページを検索す

れば出てきます。後ほどご紹介します。公的な，そういうところが出てきてい

ます。非営利団体であれば。 

委  員：初めて知りました。 

委  員：ですよね。結構知らないですよね。私も初めて知って，私はまだ話を聞けてい

ないのですけれども。そういうのを多少情報として発信してあげるといいかな，

もっと見える化するといいかなと思いました。 

委  員：この勉強会のカタリバの方から，やはり私たちのそれぞれが持っている不登校

の知識というものは皆さんそれぞれで，また子どもごとにも違うわけですよね。
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それで不登校になってしまって慌てているというだけでは先には進めないので，

カタリバの方から，カタリバがオンライン不登校支援プログラムを立ち上げた，

なぜそれを立ち上げたとか，そういうことを勉強する，とてもいい機会だと思

いますので，私たちは何がしんどいとか，それから家族はどういうふうにした

らいいのとかいろいろなクエスチョンマークがあるけれども，それのプラスに

なるお話が聞けるのかなという気がしますので，それを経て，それで成果物の

ポスターなり，できたものを作り替えるなり何なりあるのかもしれないのです

けれども，よりよいものができたらいいなと，いいお勉強をしたいなと思いま

すけれども。 

会  長：前年度のポスターも，実は学校に行けていない子向け，あるいは，その親御さ

ん向けのものに特化したものでは決してないんです。むしろ，そういう課題は

あまり意識せずに，広く地域の子どもたちに，地域に居場所があるよとか，子

育てに悩んでいる親御さんにはこういう情報があるよという，身近にあるもの，

公的なあるものにアクセスする，つなげる，そういうつなぎをこの会でできた

らという発想でこれを作っているのですね。 

  方向性としては，ちょっと不登校の子どもは，温度差というか，段階という

か，ベクトルがちょっと違う面はあります。ですので，そういう意味で改めて

不登校に関してのいろいろな課題があって，いろいろな選択肢があるのだとい

うのを，全て網羅するというのは難しいのですけれども，この会で皆様が意識

を持って，こういうことがある，こういうことが困ったことあるよね，こうい

うふうにしたら少し，一歩でも前に進めるかもねというようなメッセージを項

目ごとにお伝えしていくというような，そういう啓発物を作るというのが意義

としては十分あるかなというふうな思いはあります。 

  本当は，今のお話を聞いていると，いろいろな情報をコーディネートする，

よくありますよね。今，地域コーディネーターさんって，福祉の場ではいらっ

しゃいますけれども，社協にいますけれども，コーディネーターという立場の

人，人材とか，その知見はすごく今やはり必要だろうなというふうに感じます

し，ですから，取りあえず，学校のほうは今，ＳＳＷ，スクールソーシャル

ワーカーさんは各校巡回で対応されているのでしたか。 

委  員：スクールソーシャルワーカーさんは本当に巡回ですけれども，そこも人手不足

で，１校に対して１か月に１，２回通っていらっしゃるのが，今，人員では精

いっぱいなところかと思います。ですので，その方と一緒に訪問であるとか，

あるいはお願いができることはお願いしてという，情報共有ですかね。今，具

体的にアクションというところまではなかなか難しいのではないでしょうかね。 

会  長：もちろん，そういう予算的には，私もちょっと前にスクールカウンセラーさん

とスクールソーシャルワーカーさんの文科省の予算づけの金額を調べたことが

あって，全然やはり違うんですね。スクールカウンセラーさんのほうがよく，



24 

それでもいっぱいいっぱいなのでしょうけれども，それでもかなり予算はつい

ていて，その何分の１，５分の１だったか１０分の１だったか，かなり少ない。

ＳＳＷ，スクールソーシャルワーカーさんの予算というのはすごく少ないとい

うことも分かりまして，もっともっと活用できれば。ただ国分寺の場合は，巡

回で２名でしたか，３名。 

委  員：今，勤務している方は３人か４人だと思います。入れ替わりがそれなりにあっ

て，あまり大きな声では言えませんけれども，巡回としてはうまくいっている

とも言い難いかなと思っています。 

  スクールカウンセラーのほうはもう定着，国の措置ですし，公立小・中学校

で週１回という形で，年間３８回上限でそれは定着していると思いますし，活

用も，学校もその方々も慣れてきて，しっかり連携を取って，相談業務に対し

て，保護者から，あるいは児童とのやり取りとか，児童観察であるとか，どこ

もしっかりできているのではないですかね。区とか市では，独自にもう１人予

算立てをして，週２回というふうにしているところもあると思いますけれども。 

  遅れてきたので状況が。ポスターというのは，今，何か例示があったのです

ね。 

事 務 局：昨年度のものを見ていただきました。 

委  員：それは何かイベントとかが開催されるためのポスターではなく。 

事 務 局：はい。 

委  員：ＱＲコードがついていて，そこから情報が。 

会  長：市の情報ですね。それぞれの情報にアクセスできるように，そこでつなぎをし

てもらうということで。 

委  員：皆さんのおっしゃるとおりで本当にケース・バイ・ケース１人１人違って，頑

張らせたほうがいいのか，そうではないほうがいいのか，あるいは何が原因な

のか，学校，先生，友達，家庭，あるいは，そもそもこの学校の仕組み，日本

の教育の仕組みで大きな多数の中で過ごすということの難しさとか，様々なこ

とがあって，どうすればいいのかというのは，その子その子で寄り添っていく

しかないということなのだと思います。 

  成果物，ポスターだと貼ってある掲示物なので，ＱＲコードで読み取ること

もできるのですけれども，今伺っていてどんな可能性があるのか，どこに相談

したらいいのか，どういう。民間団体をそこに載せるかは難しいのかもしれま

せんけれども，リーフレットのほうが持って帰れたりする。その関係，保護者

なら保護者がという可能性はあるかなというふうに聞いていたのと，例えばパ

ネルディスカッションをして，その関係の方々に集まってもらって，それも不

登校についての私たちや地域の方々みんなの，不登校に対しての理解ですよね，

結局。なかなかコアな人たちを呼ぶということは，それは難しいことだなと

思っています。 
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  ただ，そのパネルディスカッションのパネラーになる方の中に，小・中学生

のときはなかなか学校に行けなくて，大人になった今だと語れるものがあった

りして教えていただけることがあるのかもしれませんし，カタリバの方など，

あるいは，ほかの施設の方などがパネラーにいるのであれば，そういう中でお

話をできるので，そういう講演会というか，パネルディスカッション形式のイ

ベントを行う可能性はあるかな。そのイベントを紹介するためにはリーフレッ

トを作成するでしょうから，それも１つの成果物ではあるかなというふうに

思って聞いていましたが，どちらにしても今現在そういうことに関心があった

り，関係があったりしないと，なかなか人が集まりにくいのは何をしても現実

ですよね。動員は必要だと思いますが，動員されても理解が深まったり，勉強

になったということであるならば，それはそれでというふうに思っているとこ

ろです。 

会  長：ありがとうございます。 

委  員：公的には，学校，校内支援委員会とかで子どもたちの理解をどういうケースで

というのは多くの職員で共有をした上で，例えば，途中まで迎えに行けば何と

か来られるのだろうかとか，あるいは保健室であればいいのかとか，それから

何教室でしたか，ちょっと度忘れしましたけれども，教室があるのですよね。

割と小学生は個別指導の一環で，少し取り出しで勉強する時間が１人２時間ぐ

らいしか取れないのですけれども，それは特別支援教室とは別です。別にある

のですが，各校である。中学校では，同じ名前で，教室には入れないけれども，

そこまでだったら通えるという子どもたちが勉強していたり，あとはひかりプ

ラザの中にトライルームがありますけれども，そこは自習ができるというふう

であるならば，そこに通いながら，声をかけてもらいながら，少しそういう時

間を過ごすという，そこも，中学生のほうが多いですよね。小学生は連れて行

かなければいけないので，なかなか難しいかなというふうに思っています。 

  何とか，何がいいのかと探り探りではあるのですが，それでも保護者の方自

身でフリースクールとか探されて，週１回でもそういうところに行ってという

ふうな方もいますので難しいですよね。お金がかかることなので経済的にも難

しいですし，調査目的では東京都からわずかですけれども，補助金が出たりし

ているということがあります。 

会  長：ありがとうございます。何か議論をお聞きいただいて，なかなかこうと言いに

くいところもあると思うのですが，いかがですか。感想でも構いませんので。 

委  員：ポスター，ちょっといなかったので，私も，今日配られたのでしたか。 

事 務 局：第１回のときに。 

会  長：第１回目のときに。 

委  員：そうなのですか。これなのですね。私もよく分かっていなくて。最初に，私，

皆さんになかなかついていけなくて，Ｐ連，Ｐ連とみんな何のことを言ってい
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るのだろうと。ＰＴＡのことだったのですね。 

委  員：ＰＴＡの連合会です。そこは参加してない方も。 

委  員：ＰＴＡ連合会だったのですね。 

委  員：ＰＴＡがある学校，ない学校がありまして，ある学校はＰＴＡ連合会に所属し

ているか，していないかという，またそこでもハードルがあって，かなり少な

くなっておりますけれども，まだまだつながってはいると。それを逆に広がっ

ていって，全部つながるようにどうにかしようよという運動をＰ連ではしてい

ます。Ｐ連という名前がよくないのかもしれないですけれども，そもそも。親

の集まりという連合会。 

会  長：国分寺は国分寺で，市内でＰＴＡのある学校が，その連合会というので，横で

つながっているという，そういう。 

委  員：そうですね。小学校，中学校はつながっているのですけども，どちらかという

と，本当は小学校でつながって，中学校でつながって，そこが連携するほうが

多分親のニーズが。いろいろ聞いていると，どうもちょっと違うんですよね。

高学年だと中学校とつながっていますけれども，低学年ではそうではないとか，

中学校３年生ぐらいだと，そこはつながらなくても高校でつながれたりとか，

やはりニーズが変わってくるので，そこがうまくいっていない原因だと私は思

いました。 

委  員：知識がなくてすみませんでした。いろいろ聞いていて思ったのですけれども，

私たちの立場で何がお役に立てるのかなと思っているのですけれども，よく相

談に来るのは，どっちかというと不登校の相談はあまり警察では受けたことが

少ないなと。犯罪を犯してしまって鑑別所とか少年院から出てきて，今後どう

息子と娘と対応していけばいいですかみたいなのはあるのですけれども，

ちょっと外れますけれども。 

  そのときに，我々は本当に正直申し訳ないのですけれども，専門官ではなく

て，立ち直り，心理学とかの専門官ではないので，例えば，リーフレットがあ

れば，こういったところで保護司の先生とか，そういったところも鑑別所から

出てきたらついたりするのですけれども，こういったところの先生に相談して

みればとか，あとは家裁であったりとか，警視庁の中にも少年センターみたい

なところには警察官でない心理の先生とかもいるので，そういったところにご

相談してみてはいかがですか，立ち直りのためにという，相談を受けるときは，

やはりこういったポスターであったりとかリーフレットを頂いておいて，こう

いったところがありますよ，相談してはどうですかというのはやるかなと思う

ので，ポスターでもお持ち帰りができるようなぐらいの大きさとか，こういっ

たものはすごくうちも役立っているので，そういうのは，活用はうちとしては

できるかなと思っております。以上です。 

会  長：ありがとうございます。ということで，なかなか時間がもうそろそろですね。
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今日の議論を踏まえて実際にアクションとかイベントまでできればという思い

もありつつ，むしろターゲットをある程度絞るなり，目的意識を明確にした上

で啓発に注力したほうがいいものができるのではないかなというふうに，私と

しては感じたところではあるのですけれども，ご意見はいかがでしょうか。そ

れでもやはりもう一歩踏み込んでイベントをやりましょうという方もいらっ

しゃれば，ぜひそれでと思いますけれども。 

委  員：先ほどのＰ連に似た話，先ほどの話で，何かイベントのアクションでなくても，

ポスターの結果を，先ほどの話なのですけれども調査していないというのは，

調査できるようにするというのもアクションだと思うのですよね。それに対す

る声を拾うとか，市民にどのぐらい見ていただけたかとか，そこだけでも一歩

進んでいるので，要は出しっぱなしではなくしたいのです。その成果を見える

化していって次につなげていきたいので，ぜひそこはやってほしい。それもア

クションだと私は思っています。出しっぱなしでなくて，それを返ってくるよ

うにしたいのです，結果を。 

会  長：フィードバック。 

委  員：それを次の委員の方にまた引き継ぎたいのですね。そうすると，次ができると

広がっていくので，５年で消えてしまうというのは，癌だと思っていまして，

ぜひその５年で消えてしまうのを引き継いでいけるようにすれば，別に消えて

しまっても大丈夫なんですよね。 

  それから，何年か前に不登校の問題とか，あと，いじめの問題もあるのです

けれども，それはつながっていると私は思っていて，今日，警察来ていただい

ていますけれども，最後，犯罪につながることがあると思っています。たどっ

ていくと子どもの頃はこうあったとよく聞くのですよね。まさに，そこをちゃ

んと芽を摘んでいけば本当に立派な大人になっていくと思っているので，すご

く大事なことだと思うのですね。それをつないでいくことが大事で，それもア

クションだと思うので，ぜひそうしていただきたいなと思って。啓蒙する，啓

蒙をした上でこうなったというのを，次の委員も含めて見ていただきたい，見

せていただきたいと思っています。 

会  長：啓発物品，ポスターなりチラシなりにするとは思うのですけれども，中身をど

うするか，それからどこに配るのか。フィードバックを前提にそれも含めて考

えていくということですね。分かりました。貴重なご意見ありがとうございま

す。 

  では，そうしましたら，これまでの議論を踏まえて，成果物としては，啓発

物のポスター等を，作成を目指していくと，そのために皆さんの議論も必要で

すし，あとは，やはり次年度も勉強会にどなたかお呼びして，勉強会も入れた

ほうがより知見と議論も深まるかなと思いますので，冒頭に４回にしますか，

５回にしますかということでお話を頂いたのですけれども，勉強会もやるとい
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うことで，講師をどうするかという，また皆さんと議論しながらですけれども，

来年度も５回前提で勉強会のほうをやりましょうという設定でやらせていただ

ければと思います。よろしいでしょうか。皆様，ご負担おかけしますけれども，

よろしくお願いいたします。 

  ちなみにポスター等作る場合に，大きさとかカラー，カラーはカラーがいい

ですよね。白黒がいいという方，いらっしゃらないかなと思いますので，カ

ラーで，大きさもさっきのＡ２。 

事 務 局：Ａ２です。 

会  長：Ａ２ですかね。それだけＡ２のサイズは本当に目につくインパクトもあります

よね。ただ，最近は結構Ａ３のサイズとかも多いですよね。市の掲示板とか見

ると。サイズとして，やはりＡ２がバーンとあったほうがよろしいですかね。 

委  員：貼る場所，大きいですよね。 

会  長：インパクトもありますし，アピールするという意味では，すごくいいなと。 

委  員：いいなとは思うのですけれども，今どきってあまりああいうのが大きいと，貼

る場所がなかなかない。例えば，団地の自治会の掲示板とか一般地域の方が対

象だったら，本当にいろいろな情報がいっぱいある中に，際立って，それがＢ

４とか，そのくらいでも貼ってあれば，「あれ，何？」みたいな，全然毛色が

変わった場所に貼ってもいいのではないかと思うのですけれども。不登校対象

の場所だけではなく，そういった意味であまり大きいと，さっきもおっしゃっ

ていたように，本当はそれを欲しい人の手に渡るくらいの大きさがすごくいい

なとおっしゃっていた，すごく気持ちは分かるのですね。 

会  長：ある程度，枚数のバランスの問題もあるのかなと思うのですけれども。前年度，

この大きいＡ２のポスターを掲示する上で何か支障というか，特にそんなに。

100枚は結構多いといえば多いのかなと思うのですけれども。 

事 務 局：公共の施設にお願いさせていただいておりますので，その中で空いたところに

貼ってくださいというようなご依頼になってしまいます。ですので各所１枚，

例えば何階もフロアがあるようなところであったとしても１枚という形でお願

いをしておりました。 

会  長：どのぐらいの枚数が適正かと，正直難しいなと，判断が難しいなと思ってはい

ますが。先ほどのとおり，データで，私も弁護士会のイベント，子ども関連の

イベントとか，データで共有みたいに流してもらえたりとかというのがあるの

で，そういった活用で，ある程度枚数を絞っても十分できる可能性はあるかな

というふうには思いますけれども，なかなか事前にこの枚数というのが決めに

くくてですね。今日の時点で，枚数まで目安を決めておいたほうがよいですか。 

事 務 局：予算計上が 10月 27日に締切りなのです。 

会  長：そうですね。枚数。 

事 務 局：その後，増やすということは難しいので。 
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会  長：分かりました。 

事 務 局：もしくは，例えばですけれども，Ａ２のポスター100 枚という予算で入れてお

いて，それを後で，Ａ３で枚数を増やすとか，そういったことは一旦予算を入

れた上で，Ａ２のポスターの実績はあるので，その予算と同じもので金額は今

年度の見積りになるので変わるかもしれませんが，過去そういったご依頼が

あった上で，予算計上をすれば一定の根拠はあるかなとは思います。 

会  長：ありがとうございます。参考になりました。そうしたら，Ａ２，前年度と同じ

ということであれば，実績もありますのでそんなに支障はないかなと，予算要

望はそれで進めればと思います。 

委  員：内容は作り直すのですね。 

会  長：内容は作り直すということで。 

委  員：内容にもよると思うのですけれども，もし，その内容が不登校の人の手元に渡

るような，さっきおっしゃったリーフレットみたいになるといいとおっしゃっ

ていましたけれども，こういうふうに折ってできるようなものを，もしできれ

ば。 

事 務 局：Ａ４の大きさで，例えば，両面印刷でという感じですか。 

会  長：今日，まさに配っていただいたようなリーフレット。 

委  員：そうですね。そういうのがあって必要な人の手に渡るようなものを作るとした

ら，それもやはり予算に入れないと駄目ですね。 

事 務 局：両方は難しいかと思うので。 

会  長：その中で振り分けて。 

事 務 局：ポスターか。 

委  員：リーフレットかどちらか。 

事 務 局：リーフレットかどちらかになりますかね。 

会  長：ポスターで確保しておいて，その中で例えば半額はポスターにして，半額は

リーフレットにしましょうみたいな。 

事 務 局：それはできると思います。 

会  長：それは大丈夫ですかね。枠の中で。 

委  員：では，なるべく多く。 

委  員：それを算出する枚数は，ある程度，いろいろな例はあるので，例えば，もう公

的な機関は貼っていただけるわけですから，国分寺市内の公的な機関，学校，

あと，どこか分からないのですけれども，ある程度，そういうので，ポスター。

個々に家庭数レベルで，同じものをＡ４のサイズに落として配布するというの

であれば，家庭数ぐらいで予算立てすれば最低そこは配れるので，それプラス

アルファどうするのかとか，そういった感じで，枚数の概算はある程度は出る

のではないでしょうか。裏表とか折りが入ってしまうとお金も際限なく上がる

ので，それがどこまで通るかというのは大変難しいですよね。 
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会  長：そうすると，実績は多分，事務局の発想としては，去年Ａ２，100 枚の実績が

あるので，そのベースでやれば問題なく通せるだろうというふうな形ではある

のですね。それプラスＡ４の，子どもたちの手に渡るというふうにやれるかど

うかというと，なかなかちょっと。 

委  員：厳しいですよね。 

委  員：そこも厳しいか。 

委  員：去年も予算を集めて，どうにかできたのですものね。だから，ほかの予算を集

めてできたのだから，ちょっと難しいかもしれない。 

事 務 局：両方は効果的かもしれませんけれども，市とすれば，どちらか片方でもできる

のではないかという多分視点が入ってくるのではないかと思うのですね。昨年

度のＡ２のポスターというのはいろいろなところから集めているので，当初予

算にはのっていないのです。だから，今回，当初予算に，新たに去年実績が

あったので，今回，協議会の中で出たご意見を踏まえ，年度当初の予算に入れ

たいという，そこからスタートなので，両方というのは，なかなかお約束は

ちょっと難しい。 

会  長：そうすると，手堅くＡ２を 100 枚押さえておいて，無事通ったら，あとはその

中でアレンジをできる限りでやっていくという形。場合によっては，データで

配れるところはデータで配って予算を抑えつつ，配れるところをちょっと増や

すとか，あとは場合によっては白黒でちょっと足してもらって，できる範囲で

構わないですけれども，それは。という形でやりくりをさせていただければと

思いますが，よろしいですか。ありがとうございます。 

  では，そのような形で成果物のほうは決定です。ただ中身をどうするかが一

番の問題で，ぜひ皆様の貴重なご意見を協議重ねながら練っていきたいと思い

ますので，よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

  では，そろそろ会議時間の終了が近づいてきましたけれども，第４「その

他」がありますので，「その他」に移りたいと思います。事務局のほうから何

かお知らせ等ございますか。 

事 務 局：事務局です。次回の会議日程のご連絡です。次回は，11 月 10 日，午後２時か

ら，場所はｃｏｃｏｂｕｎｊｉプラザを予定しております。開催日が近くなり

ましたら，開催通知と，そして次回の資料を送付いたしますので，ご確認いた

だければと存じます。また開催通知と併せて本日の議事録案を送付いたします。

内容をご確認いただき修正箇所等がありましたら，期日までに事務局までご連

絡をお願いいたします。事務局からは以上です。 

会  長：ありがとうございました。 

  それでは，本日は，以上をもちまして閉会といたします。皆様，どうもお疲

れさまでした。 

―― 了 ―― 


